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外部誘導雑音消去民空管素 子平衡回路

大島イji 太郎、 岩井 '" ー 」

l，!. 

1 緒言

員室哲・を佼川した、増rtJ絞を用ひて訓IJ定する場合に於て、;"WJ定物と噌rl16~入力端 f聞とそ絡ぐ

(irt克棋に誘導される雑音のために測定誤差が生歩る場合が甚だ多い。 特:乙iJlIJl宣it:Jl::が微少な時叉

は接続されるiittili紛が畏い場合15ぐに於ては測定屯圧よりも誘導雑苦のるが大きい事が屡々ある。

とれに対しては従来 p113h-pllllf，!1I r'lificr '(.'-4'"衡さしてゐたが測定電圧上 t もt1~宮・の方カ:大きい

と正:J利得J曾rl1慌になると直椋範開花逸股してしまふ結果となり 、どうしても府rlJ総入力に於て雑

脅消去を!必要とする拡二になる。

最近製作した定屯方位i!UJ定機にJJ~、ても実効高 13e lll の枠型â中線よりJ1守 rh 日露への間電棋が垂直

高 511l"(.'-あり 、1'，:し傾電線の T，id，-npが河題となる程大きければ方位以IJ定は不能になる。
との誤差を除 くために真空管を月1 ひて誘導雑音のみ消去する‘I~にした 、 とれにより信号のみが

取出されim定装置の精度を向上し得る 、 JJ:tの ~II~谷は11佐&電iJIII定俊ばかりでなくJf[:~芸管幣r fJ終を用

ひたiJIIJ定に際く使用し得る。
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2 原理

ド' 1路は第 1 図の虫11 くで民宰ft~を阿路の素子とし

て使用し梧絡型に組合せてあるc間取な回路万あ

るが fcc，l，瓜<'kP'I路、εあり 、叉入力端子と fccd

l.fWk端子が呉るために取強は箔だ商I到である。

先づ結合符なのυの Illq;c(llmecが他の illll'C-

，ll¥n("c iL比して無視し得るとすると此の間路は第

2図の如くなり極めて簡躍に
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となる、此処に EI'"1'は夫々の平衡入力電圧

1 :2は11¥7)包圧I:(lll，I"p は nlûJl1~管の相互コンダク

タンス及内部奴抗C両者等しいとする。

χ=  ~p~ー
Rp + Rk である。

;誘ヰ~~Ê干すは 1 :1 = - ~'1 " 1'1 + 1'1 '=0. 即ち同

相に入るから ~:2.= O. 

となり 、出力端子には表はれて来ない、ーブ~(I~. ~'

入力は !、1=':;1'， ~~ I +r.l '= 21':1 
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なる信号出ブJがf尋られるc

とれは Cllthodofnllo¥¥'ol'の fCCll]，:¥1' k ('irnlitであるから勿論、 ncggtivcgain'C，そのg山JI1は

.F.2 _ 1 
2 ， 1 ，1 ，1 

1 十一一十一一 (一一十~)μ2苫111 '.Rk . Hp • 

とれぞ U).'-6301と

UYー 76とについ℃測

定した結処が第5図であ

る。とれを見ると突に複

雑な変化をするのである

が、これはI1p'Rkを変

化さす事により glllのflu:

が著しく変動するためで

あり、特にUy-6301は

Iligh gm tnlJc であるの

だその変化。度 は甚 し

v、。

ε./，= 
7哨 Z(E，十 E，)
1+ 2rZナキ与

。
E，~-E， 

1:.'= E，' 

-L= 

ε2 = 0 

E， 
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3 周 波 数特 性

結合容量の i1111・cI1antc が吉正面見出列えないと き は此の I"I ~各は第 3 図。あるが 、 この7r~iの1~11分~

T型に変tI4すると第4図の様になる。

此処に、
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f 」 九= j土工 r:nt:k 
1 + j(oJ C (1{ p + 1: k ) 

χb= 1!p 一一一一一一
1 + j仰れ(1tp+ Itk) 
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Zr = 1tk 
~ 1十]付('(Hp + Itk) 

当然九 による ものDみが消去出来ない結瓜とな

る。 若 し、(Oc=∞とすれば

ワー l{pHk 
山 a一つマヂー官了

Zb = Zc = () 

となり完全に雑骨は消去し得る 、 とれは lìíjの結合容~:を 1!民胡した車占拠と一致す る。

との第4図について計算するとその出力電庄内は、

(_ ___ _ __ ^ 1 
E 1 glll {2glll九九十区IIIZc 2 + .~ (3メa九ートヌb7:c +メa7:b十万c2 ) I・χa十χc~ 

[-;2 = 見 ーニ!と一一ー }

{Mc  + L 〔メb刊 c)+ ヰ{glll (九+ ヌc〉+ J-(4ヌa+ヌb+ Zc) ート 1 } 
J 

lvgtH{:(九父b九九)+ゐ}
+ 
{ψ凶 c+ 人 (χb+九)+ 1 ~ ~ 日 III (2ヌa刊 c〉+J(仏 +χb+zc) + 1 } 

I'p )、 P J 

此れを一般的に解く のは複雑であるから

雑音也庄、民11ち 日=・!':1'の場合について計算すると

やq. 1~ 

glll Zc 1: 

1:2 = glll父c+ 1 (父b十九〉 十 l
I'p 

微小工員を無硯すると

1':2 Rk 
寸:l = g131ltp--1

I'p 

1 
一ー一一一一ーニ寺;..{1l1

+ j，.) (' 

lt|可 lHtJZEfょ
{¥::相!I}f-性は

φ = 飢加川町川11げ川tド什-1ハ，仰，ゆPバr刈(ド.

Hk 

.1{p jω(' 

gm l{k 

(1) C r: p 

l!IJち 紡合存主:ノコ IIIIJ>edaJII・p により位m推fj与のため完全には泊1:-111米なくなり 、そ乃不什射
It (.，( ・に逆比例する 、 そして時 々 90ヲの位相制締~f'I'ふ3

次1<:;glJ jt(， iサ入力に刻しては I';t=!・11Fであ り、tl'1力屯JEI:z ~よ

glll (2χa + Zc) 
1:， =一一 一一-，
ゐ glll(2χa+χc) +ム(4χa+ヌb+父c) + 1 

I'p 

• 
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( 1 + -A?ー)2
1 +一一一一一主主L ー
4 {l-tーしよ(土+J-)lcμ.wCRk)2
tμ2gm ¥ Rk -H，p / J 

1 ， 1 1 
+一一(一一 + 一一)2gm ¥ Hk Rp 
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即ち結f，-容量のために上式の へ!vi:1."t肝

i皮郊に於て利得が低下してゆくのと同較であり、民Z芸管ーをr[1!路素子・として使ってゐるの吃員室管
常設が度係してゐる。

此の時の所，謂切新周波数ω。は

1 + _)_旦-
2l{.n 

(f)~) = ーー一一一一一一一一ーー一一 --.......r.>
(， 2 1 ，11，1 

2μC Rk ~ 1 +一一+一一 (一一+一一)~ tμ2gnt 'Hk ' Hp ， J 

此の (t>o I'C比較すれば遥かに 1'~1 =ー!41f即ち誘導雑音のブjが問題になるのであっ"c1':1 =-81 ' 

に於て、雑音に対し必要な減衰を奥へるために択ばれた同路定放を以ってしてはとの信号入力に

対する低周波特性を考慮するl必要のない揚合が通常である。

又高周波特性も必然的に問題になるが、低周波の場合により類推される様に、普通白土t~ll]器の商

周波特性の低下と同じ(5-あり 、 唯1ït~芸管定数が関係し℃ゐるのみである。

Rk =lk-5kf2位のものであるから、分路容量が30-40pFあっても問題になるのは数iUC/司位

である、然しとの時は誘導雑脅に対しては，Y'，1J電圧、は零であり、唯測定信号出力が分路容量によ

り利得のifi下を招くのみ Cある。

設路
骨
川
ド[
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実際に使用する場合

光づ使用される最低問波数是決定する。1. 

最低周波数に於て測定電巨に対し誘導電匠を何 (1.[，・に抑へるべきかを決定する。2. 

二手Cにi!llJ定竜圧に対しやす .1.1，.の利得の低下を許すかを 第 5図により求めて Hk.Rp;a決3. 

定する。

を対照して第6図よりじを決定する。とのHp，Rk 4. 

例。

かくすc事により此の何時は設計が可能である。

実5 

/子実例として空軍方伏測定機をとると

Hk = 3H2 

Rp = 100Hl 
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ド = 0.1，ιF 
以三E虫色;6円':.¥7を佼月jしてゐるが.ζ).LはP'1"-76と人差1)ない球な 7)(:'、これにより験べ

ると使用周波数lOK('/;-{に於ては ω('=27TX 10-3、C

雑音IZ:対しては

14「l- 4041l，
信号・に対しては

13十I~ ， - 3，1. h 

即も誘導tft音は 174に減衰されてしまふが、測定屯匝は!fi.l乙70.7<;"に減衰されるに過を'ない。

本回路を使用する事により 13")11の突事!;高の枠型安中綿を 51llの商さの処よりまE下して受信機に

挿入してゐるにも拘らす=館電線自身及相反聞の誘導は全然検IHされなカ、った，
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